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司
空
図
の
詩
作
に
お
け
る
「
狂
」
に
つ
い
て
│
│ 「
狂
題
十
八
首
」
を
中
心
に 
│
│
大
　
山
　
岩
　
根
は
じ
め
に
晩
唐
の
司
空
図
（
八
三
七
〜
九
〇
八
）
の
名
か
ら
我
々
が
真
っ
先
に
想
起
す
る
の
は
、
唐
代
屈
指
の
詩
論
家
と
し
て
の
司
空
図
で
あ
ろ
う
。詩
中
の
言
語
外
に
表
れ
る
余
韻
や
含
蓄
を
指
す「
味
外
の
旨
」「
韻
外
の
致
」
や
、
詩
作
を
通
し
て
獲
得
さ
れ
る
、
実
在
す
る
事
物
を
超
越
し
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
「
象
外
の
象
」「
景
外
の
景
」
を
詩
作
に
お
い
て
重
視
す
べ
き
と
す
る
主
張
な
ど
が
、
南
宋
・
厳
羽
の
妙
悟
説
や
清
・
王
士
禎
の
神
韻
説
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
文
学
史
上
の
定
説
で
あ
る）1
（
。
ま
た
司
空
図
が
詩
作
理
論
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
四
言
の
韻
文
に
ま
と
め
た
と
さ
れ
る
『
二
十
四
詩
品
』
に
つ
い
て
近
年
偽
作
説
が
提
示
さ
れ
、
そ
の
是
非
を
巡
り
盛
ん
に
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
も
あ
る
意
味
「
詩
論
家
」
司
空
図
へ
の
関
心
の
高
さ
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
詩
論
は
さ
て
お
き
、
司
空
図
が
実
際
に
創
作
し
た
詩
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
に
目
を
転
じ
る
と
、
詩
論
に
関
す
る
研
究
に
比
し
て
そ
の
数
量
が
少
な
い
観
は
否
め
な
い
。
そ
う
し
た
数
少
な
い
先
行
研
究
の
ス
タ
ン
ス
も
、
前
述
の
よ
う
な
主
張
が
実
作
品
に
い
か
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
を
検
証
し
よ
う
と
す
る
、
い
わ
ば
「
理
論
と
実
践
」
の
観
点
か
ら
の
分
析
に
傾
き
が
ち
で
あ
っ
た）2
（
。
作
品
に
即
し
た
研
究
は
今
な
お
そ
の
途
上
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
今
試
み
に
『
司
空
表
聖
詩
集
』（
四
部
叢
刊
本
）
を
繙
く
と
、
巻
三
に
収
め
ら
れ
た
「
狂
題
二
首
」「
狂
題
十
八
首
」
と
題
す
る
二
つ
の
作
品
群
が
目
に
留
ま
る
。
一
見
ご
く
平
凡
な
詩
題
に
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、現
存
す
る
唐
詩
中
に
確
認
さ
れ
る
詩
語
と
し
て
の
「
狂
題
」
の
用
例
は
僅
か
三
例
存
在
す
る
の
み
で
あ
り
、
か
つ
「
狂
題
」
を
詩
題
に
冠
す
る
の
は
司
空
図
詩
が
唯
一
の
例
で
あ
る）3
（
。
こ
の
事
実
が
詩
語
と
し
て
の
「
狂
題
」
の
特
殊
性
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
も
と
よ
り
「
狂
題
十
八
首
」
は
「
司
空
図
の
生
涯
の
思
想
を
研
究
集
刊
東
洋
学 
第
一
一
八
号 
平
成
三
十
年
一
月 
二
〇
－
三
九
頁
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す
る
上
で
の
重
要
な
作
品
で
あ
り
、
当
時
の
司
空
図
の
思
想
の
矛
盾
や
複
雑
さ
を
反
映
し
て
い
る
」
と
評
さ
れ
る
ご
と
く）4
（
、
各
詩
の
内
容
は
多
岐
に
亘
っ
て
お
り
統
一
性
を
欠
い
て
い
る
。
大
ま
か
で
は
あ
る
が
全
十
八
首
の
内
容
分
類
を
以
下
に
示
す）5
（
。
①
司
空
図
の
詩
歌
創
作
（
其
九
・
十
・
十
二
・
十
三
）、
②
詩
僧
の
詩
歌
創
作
（
其
六
・
七
・
八
）、
③
詠
史
（
其
二
・
三
・
四
）、
④
病
に
よ
る
衰
え
（
其
十
一
・
十
四
）、⑤
処
世
訓
（
其
五
・
十
六
）、
⑥
世
相
へ
の
批
判
（
其
一
）、⑦
時
間
の
経
過
の
早
さ
（
其
十
五
）、
⑧
辞
官
後
の
感
慨
（
其
十
七
）、
⑨
唐
末
の
混
乱
（
其
十
八
）。
以
上
の
分
類
か
ら
、「
狂
題
」
を
司
空
図
が
自
身
の
感
興
の
赴
く
ま
ま
に
奔
放
に
書
き
連
ね
た
詩
で
あ
る
と
す
る
定
義
を
導
き
出
す
こ
と
は
無
論
可
能
で
は
あ
る
。
し
か
し
「
狂
題
十
八
首
」
に
お
け
る
、
詩
歌
創
作
に
関
わ
る
内
容
の
多
さ
（
十
八
首
中
七
首
）
は
や
は
り
目
を
引
く
も
の
が
あ
り
、
か
つ
そ
の
多
さ
は
「
雑
題
」「
漫
題
」
と
い
っ
た
類
似
す
る
詩
題
の
司
空
図
の
連
作
詩
に
は
明
確
な
形
で
は
見
出
し
難
い
傾
向
で
も
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、司
空
図
に
と
っ
て
「
狂
」
と
は
、
或
い
は
詩
作
行
為
と
の
親
和
性
の
高
い
概
念
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、「
狂
題
十
八
首
」
の
う
ち
、
詩
歌
創
作
と
特
に
密
接
に
関
わ
る
内
容
の
詩
を
考
察
の
中
心
に
据
え
、
司
空
図
の
詩
作
に
お
け
る
「
狂
」
の
意
味
に
つ
い
て
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い）6
（
。
一
　
詩
作
へ
と
駆
り
立
て
る
も
の
本
節
で
は
「
狂
題
十
八
首
」
の
う
ち
、
司
空
図
が
自
ら
の
詩
作
を
詠
じ
た
も
の
を
中
心
に
検
討
す
る
。
最
初
に
挙
げ
る
の
は
、「
狂
題
十
八
首
」
其
十
で
あ
る
。
雨
洒
芭
蕉
葉
上
詩　
雨
は
洒
ぐ　
芭
蕉
葉
上
の
詩
独
来
凭
檻
晩
晴
時　
独
り
来
り
て
檻
に
凭
る　
晩
晴
の
時
故
園
雖
恨
風
荷
膩　
 
故
園　
風
荷
の
膩なめ
ら
か
な
る
を
恨
む
と
雖　
も
新
句
閒
題
亦
満
池　
新
句
閒
題　
亦
た
池
に
満
つ
芭
蕉
の
葉
は
例
え
ば
「
尽
日
高
斎
無
一
事
、
芭
蕉
葉
上
独
題
詩
（
尽
日
高
斎　
一
事
も
無
く
、
芭
蕉
葉
上　
独
り
詩
を
題
す
時
）」（
韋
応
物
「
閑
居
寄
諸
弟
（
閑
居　
諸
弟
に
寄
す
）」）
と
あ
る
ご
と
く
、
そ
の
上
に
詩
を
記
す
素
材
と
し
て
唐
詩
中
に
散
見
さ
れ
る
。三
句
目「
故
園
」
と
は
中
条
山
中
の
王
官
谷
に
あ
っ
た
司
空
図
の
別
業
を
指
す
。
同
句
に
見
え
る
風
に
そ
よ
ぐ
蓮
の
花
（
風
荷
）
は
「
風
荷
似
酔
和
花
舞
、沙
鳥
無
情
伴
客
閒
（
風
荷　
酔
う
に
似
て　
花
に
和
し
て
舞
い
、
沙
鳥　
情
無
く　
客
に
伴
い
て
閒
た
り
）」（
司
空
図
「
王
官
二
首
」
其
一
）
と
詠
じ
ら
れ
る
ご
と
く
、
王
官
谷
の
別
業
を
彩
る
景
物
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
の
蓮
が
滑
ら
か
で
光
沢
の
あ
る
艶
を
湛
え
て
い
る
姿
を
眼
に
で
き
な
い
の
を
恨
め
し
く
思
う
が
、
し
か
し
眼
前
の
池
を
眺
め
る
う
ち
に
清
新
な
詩
句
や
長
閑
な
詩
が
次
々
と
浮
か
び
上
が
っ
22
て
来
る
、
と
司
空
図
は
詠
じ
る
。
な
お
一
句
目
に
見
え
る
「
芭
蕉
」
は
「
狂
題
十
八
首
」
に
お
い
て
三
度
も
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
い
ず
れ
も
司
空
図
の
詩
作
に
対
す
る
旺
盛
な
意
欲
と
関
連
す
る
も
の
と
し
て
登
場
す
る
。
そ
の
最
も
顕
著
な
例
が
、
其
十
三
で
あ
る
。
芭
蕉
叢
畔
碧
嬋
娟　
芭
蕉
叢
畔　
碧
と
し
て
嬋
娟
免
更
悠
悠
擾
蜀
川　
 
更
に
悠
悠
と
し
て　
蜀
川
を
擾
す
を
免
か
る
応
到
去
時
題
不
尽　
 
応
に
去
る
時
に
到
る
も　
題
す
る
こ
と
尽
き
ざ
る
べ
し
不
労
分
寄
校
書
箋　
労
せ
ず　
校
書
箋
を
分
か
ち
寄
す
る
を
青
々
と
し
て
盛
ん
に
茂
る
芭
蕉
の
葉
は
、
司
空
図
の
大
量
の
詩
作
を
書
き
留
め
る
の
に
も
十
分
な
も
の
で
あ
る
。
四
句
目
の
「
校
書
箋
」
と
は
薛
涛
箋
を
指
す
。
中
唐
期
の
女
流
詩
人
と
し
て
著
名
な
薛
涛
が
考
案
し
た
詩
箋
で
、
詩
を
書
き
つ
け
る
の
に
適
し
た
紙
幅
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
薛
涛
の
異
名
が
「
女
校
書
」
で
あ
っ
た
た
め
、「
校
書
箋
」
と
称
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
校
書
箋
を
、
薛
涛
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
蜀
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
送
っ
て
も
ら
う
に
は
及
ば
な
い
、と
詠
じ
る
の
は
い
っ
た
い
何
故
か
。
司
空
図
は
「
退
居
漫
題
七
首
」
其
二
で
も
「
只
憂
詩
病
発
、
莫
寄
校
書
箋
（
只
だ
憂
う　
詩
病
の
発
す
る
を
、
校
書
箋
を
寄
す
る
莫
れ
）」
と
、や
は
り
校
書
箋
を
典
故
に
用
い
て
い
る
。
こ
こ
で
校
書
箋
は「
詩
病
」
す
な
わ
ち
詩
作
に
対
す
る
病
的
な
ま
で
の
執
着
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
も
の
と
し
て
詠
じ
ら
れ
る
。「
狂
題
十
八
首
」
其
十
三
に
お
け
る
校
書
箋
も
ま
た
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
趣
旨
で
あ
る
と
見
な
し
て
よ
い
。
私
に
は
す
で
に
、
と
め
ど
な
く
湧
き
起
こ
る
詩
想
を
文
字
と
し
て
記
録
す
る
に
は
十
分
な
芭
蕉
の
葉
が
あ
る
か
ら
、
詩
作
に
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
る
よ
う
な
校
書
箋
を
取
り
寄
せ
る
必
要
な
ど
な
い
の
だ
、
と
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
詩
作
に
対
す
る
尋
常
な
ら
ざ
る
意
欲
を
逆
説
的
に
表
し
た
も
の
で
あ
る）7
（
。
こ
う
し
た
司
空
図
の
詩
作
へ
の
強
い
意
欲
は
同
じ「
狂
題
十
八
首
」
の
う
ち
別
の
詩
で
も
や
は
り
芭
蕉
を
登
場
さ
せ
つ
つ
表
明
さ
れ
る
。
其
十
二
が
そ
れ
で
あ
る
。
来
時
雖
恨
失
青
氊　
 
来
た
り
し
時　
青
氈
を
失
う
を
恨
む
と
雖
も
自
見
芭
蕉
幾
十
篇　
自
ら
見
わ
す　
芭
蕉
幾
十
篇
応
是
阿
劉
還
宿
債　
応
に
是
れ
阿
劉
の
宿
債
を
還
す
な
る
べ
く
剰
拚
才
思
折
供
銭　
剰はなはだ
才
思
を
拚さ
き
て　
供
銭
に
折あ
つ
一
句
目
「
青
氈
」
と
は
い
わ
ゆ
る
「
青
氈
旧
物
」、
官
僚
や
富
豪
の
家
に
代
々
伝
わ
る
家
宝
を
指
す
。『
晋
書
』
巻
八
〇
、
王
献
之
の
伝
に
見
え
る
、夜
間
自
室
に
侵
入
し
た
盗
賊
に
対
し
王
献
之
が
「
偸
児
、
青
氈
我
家
旧
物
、
可
特
置
之
（
偸
児
、
青
氈
は
我
が
家
の
旧
物
な
り
、
特
だ
之
を
置
く
べ
き
の
み
）」
と
徐
に
語
り
か
け
る
と
盗
賊
は
驚
い
て
逃
げ
去
っ
た
、
と
い
う
故
事
に
基
づ
く
。
こ
う
し
た
典
故
を
用
い
た
「
青
氈
を
失
う
」
と
い
う
表
現
は
と
あ
る
事
実
を
反
映
し
た
も
の
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と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
乾
寧
三
（
八
九
六
）
年
、
王
官
谷
の
別
業
が
兵
火
に
遭
い
灰
燼
に
帰
し
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
関
し
て
は
、
司
空
図
自
身
そ
の
著
述
の
中
で
再
三
に
わ
た
り
言
及
し
て
い
る
。
丙
辰
春
正
月
、
陝
軍
復
入
、
則
前
後
所
蔵
及
仏
道
図
記
共
七
千
四
百
巻
、
与
是
屏
皆
為
灰
燼
。
丙
辰
（
乾
寧
三
年
）
春
正
月
、
陝
軍
復
た
入
れ
ば
、
則
ち
前
後
の
所
蔵
及
び
仏
道
図
記
共
に
七
千
四
百
巻
、
是
の
屏
と
皆
灰
燼
と
為
る
。
（「
書
屏
記
」
巻
三
）
司
空
氏
禎
貽
渓
休
休
亭
、
本
濯
纓
也
。
濯
纓
為
陝
軍
所
焚
、
愚
竄
避
踰
紀
。
司
空
氏
の
禎
貽
渓
休
休
亭
は
、
本
の
濯
纓
な
り
。
濯
纓　
陝
軍
の
焚
く
所
と
為
り
、
愚　
竄
避
す
る
こ
と
紀
を
踰
ゆ
。
（「
休
休
亭
記
」
巻
二
）
愚
自
丙
辰
之
乱
、
前
後
所
蓄
図
書
七
千
四
百
巻
、
皆
被
陝
軍
所
焚
。
独
司
空
氏
之
譜
猶
存
者
、
以
臥
起
毎
与
之
俱
、
故
雖
経
喪
乱
弗
失
也
。
愚　
丙
辰
の
乱
よ
り
、前
後
蓄
う
る
所
の
図
書
七
千
四
百
巻
、
皆
陝
軍
の
焚
く
所
と
な
る
を
被
る
。
独
り
司
空
氏
の
譜
の
み
猶
お
存
す
る
は
、
臥
起
す
る
毎
に
之
と
俱
に
す
る
を
以
て
、
故
に
喪
乱
を
経
と
雖
も
失
わ
ざ
る
な
り
。
（「
滎
陽
族
系
記
序）8
（
」）
引
用
文
中
に
見
ら
れ
る
「
陝
軍
」
及
び
「
丙
辰
の
乱
」
に
つ
い
て
は
、
史
書
の
記
載
中
に
は
見
え
ず
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
恐
ら
く
前
年
（
乾
寧
二
年
）
河
中
節
度
使
王
重
盈
が
没
し
、
そ
の
後
継
者
争
い
に
端
を
発
し
た
節
度
使
間
の
抗
争
の
余
波
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る）9
（
。
当
時
司
空
図
は
寓
居
先
の
華
陰
か
ら
鄖
陽
へ
避
難
し
て
お
り
無
事
で
あ
っ
た
が）10
（
、
別
業
の
み
な
ら
ず
所
蔵
す
る
先
祖
伝
来
の
書
籍
や
書
画
ま
で
も
が
焼
失
し
た
こ
と
は
司
空
図
に
大
き
な
精
神
的
打
撃
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
挙
げ
る
「
狂
題
十
八
首
」
其
十
八
に
は
、
そ
う
し
た
司
空
図
の
心
理
状
態
が
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。
曽
聞
劫
火
到
蓬
壺　
曽
て
聞
く　
劫
火　
蓬
壺
に
到
ら
ば
縮
尽
鼇
頭
海
亦
枯　
 
鼇
頭
を
縮
め
尽
く
し
て　
海
も
亦
た
枯
る
と
今
日
家
山
同
此
恨　
今
日
家
山　
此
の
恨
み
を
同
じ
く
し
人
帰
未
得
鶴
帰
無　
人
帰
る
こ
と
未
だ
得
ず　
鶴
帰
る
や
無
や
劫
火
が
東
海
中
の
蓬
壺
（
蓬
莱
）
山
ま
で
至
る
と
き
、
蓬
壺
山
を
背
に
戴
く
鰲
は
恐
れ
を
な
し
て
首
を
す
く
め
、
海
も
枯
れ
果
て
て
し
ま
う
。
こ
の
誇
張
さ
れ
た
表
現
は
一
つ
に
は
戦
乱
の
続
く
唐
朝
末
期
の
世
相
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
機
能
し
て
い
よ
う
。
同
時
に
「
劫
火
」
24
が
別
業
を
焼
き
尽
く
し
た
炎
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
別
業
が
灰
燼
に
帰
し
た
こ
と
へ
の
喪
失
感
を
強
烈
に
印
象
付
け
る
表
現
と
も
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
続
く
四
句
目
に
見
え
る
「
鶴
帰
」
は
、『
捜
神
後
記
』
巻
一
に
載
せ
る
、
丁
令
威
の
故
事
に
基
づ
く
語
と
考
え
ら
れ
る
。
丁
令
威
、
本
遼
東
人
。
学
道
于
霊
虚
山
、
後
化
鶴
帰
遼
、
集
城
門
華
表
柱
。
時
有
少
年
、
挙
弓
欲
射
之
、
鶴
乃
飛
、
徘
徊
空
中
而
言
曰
、
有
鳥
有
鳥
丁
令
威
、
去
家
千
年
今
始
帰
。
城
郭
如
故
人
民
非
、
何
不
学
仙
塚
塁
塁
。
遂
高
上
冲
天
。
丁
令
威
は
、
本
遼
東
の
人
な
り
。
道
を
霊
虚
山
に
学
び
、
後
鶴
に
化
し
て
遼
に
帰
り
、
城
門
の
華
表
柱
に
集
ま
る
。
時
に
少
年
有
り
て
、
弓
を
挙
げ
て
之
を
射
ん
と
欲
す
る
に
、
鶴
乃
ち
飛
び
、
空
中
に
徘
徊
し
て
言
い
て
曰
く
、
鳥
有
り
鳥
有
り　
丁
令
威
、
家
を
去
る
こ
と
千
年　
今
始
め
て
帰
る
。
城
郭
故
の
如
き
も
人
民
は
非
な
り
、
何
ぞ
仙
を
学
ば
ず
し
て
塚
塁
塁
た
る
、
と
。
遂
に
高
く
上
り
て
天
を
冲
く
。
本
来
は
仙
道
を
会
得
し
鶴
と
化
し
て
故
郷
の
遼
東
へ
と
帰
っ
た
丁
令
威
で
あ
る
が
、
こ
の
四
句
目
で
は
「
鶴
帰
る
や
無
や
」
と
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
の
「
人
未
だ
帰
り
得
ず
」
の
「
人
」
は
司
空
図
を
指
す
と
思
わ
れ
る
た
め
、
当
該
句
は
丁
令
威
が
果
た
し
て
故
郷
に
帰
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
詠
じ
る
こ
と
で
、
別
業
焼
失
に
対
す
る
司
空
図
自
身
の
喪
失
感
を
色
濃
く
投
影
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
も
解
釈
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
「
狂
題
十
八
首
」
の
作
成
年
代
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
司
空
図
の
年
譜
は
複
数
存
在
す
る
が
、「
狂
題
十
八
首
」
の
繋
年
に
つ
い
て
は
、
①
乾
寧
三
（
八
九
六
）
年
に
繋
年
す
る
説
と
、
②
乾
寧
五
（
八
九
八
）
年
に
繋
年
す
る
説
の
二
説
に
分
岐
し
て
い
る）11
（
。
①
説
の
根
拠
は
「
狂
題
十
八
首
」
其
十
七
の
一
句
目
「
十
年
三
署
譲
官
頻
（
十
年
三
署　
官
を
譲
る
こ
と
頻
り
な
り
）」
が
、
光
啓
元
（
八
八
五
）
年
に
司
空
図
が
中
書
舍
人
を
拝
命
し
て
以
降
、
龍
紀
元
（
八
八
九
）
年
・
景
福
元
（
八
九
二
）
年
・
乾
寧
三
年
の
三
度
に
わ
た
り
官
職
を
拝
命
す
る
も
病
を
理
由
に
辞
退
し
た
こ
と
を
指
す
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
（「
十
年
」
は
そ
の
概
数
と
す
る
）。
一
方
②
説
に
拠
れ
ば
、
前
掲
の
「
十
年
三
署
」
句
に
つ
い
て
、
龍
紀
元
年
か
ら
数
え
る
と
乾
寧
五
年
が
十
年
目
に
当
た
り
、
ま
た
「
狂
題
十
八
首
」
其
十
一
の
三
句
目
「
三
十
年
来
辞
病
表
（
三
十
年
来　
辞
病
の
表
）」
が
、
咸
通
十
（
八
六
九
）
年
に
司
空
図
が
進
士
科
に
及
第
後
、
乾
寧
五
年
で
お
よ
そ
三
十
年
経
過
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
た
め
、
乾
寧
五
年
作
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
い
ず
れ
の
繋
年
が
正
し
い
か
を
見
定
め
る
こ
と
は
本
論
の
目
的
で
は
な
い
。
ま
た
「
狂
題
十
八
首
」
が
一
時
に
作
成
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
断
続
的
に
制
作
さ
れ
た
詩
を
後
日
連
作
詩
と
し
て
ま
と
め
た
と
い
う
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。
た
だ
し
其
十
二
・
十
八
に
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
ご
と
く
、
司
空
図
の
別
業
が
失
わ
れ
た
事
実
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
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す
れ
ば
、「
狂
題
十
八
首
」
が
少
な
く
と
も
乾
寧
三
年
以
降
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
、
従
来
の
繋
年
説
を
先
行
研
究
が
看
過
し
て
き
た
別
の
観
点
か
ら
補
強
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
以
上
「
狂
題
十
八
首
」
制
作
時
の
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
た
上
で
、
再
度
其
十
二
に
立
ち
返
り
た
い
。
司
空
図
は
一
句
目
で
別
業
と
そ
こ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
貴
重
な
書
籍
等
が
失
わ
れ
た
こ
と
へ
の
痛
恨
の
思
い
を
「
青
氈
」
の
典
故
を
用
い
て
表
白
す
る
。
続
く
二
句
目
で
は
「
自
ら
見
わ
す　
芭
蕉
幾
十
篇
」
と
前
句
か
ら
一
転
、
詩
作
に
対
す
る
旺
盛
な
意
欲
の
存
在
を
芭
蕉
を
詠
じ
つ
つ
窺
わ
せ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
た
三
・
四
句
目
「
応
に
是
れ
阿
劉
の
宿
債
を
還
す
な
る
べ
く
、
剰
だ
才
思
を
拚
き
て　
供
銭
に
折
つ
」
は
、
劉
さ
ん
（
阿
劉
）
は
貯
め
に
貯
め
た
負
債
（
宿
債
）
を
返
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
自
分
も
ま
る
で
借
金
の
返
済
金
に
充
て
る
か
の
よ
う
に
詩
才
を
費
や
し
せ
っ
せ
と
詩
作
に
勤
し
ん
で
い
る
の
だ
、
と
自
嘲
気
味
に
詠
じ
る
も
の
で
あ
る
。
　
こ
こ
に
見
え
る
阿
劉
云
々
に
つ
い
て
は
、『
宋
書
』
巻
一
、
武
帝
紀
上
に
見
え
る
、
高
祖
劉
裕
の
故
事
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る）12
（
。
初
、
高
祖
家
貧
、
嘗
負
刁
逵
社
銭
三
万
、
経
時
無
以
還
。
逵
執
録
甚
厳
、
王
謐
造
逵
見
之
、
密
以
銭
代
還
、
由
是
得
釈
。
初
め
、
高
祖
の
家
貧
し
く
、
嘗
て
刁
逵
の
社
銭
三
万
を
負
い
、
時
を
経
る
も
以
て
還
す
こ
と
無
し
。
逵　
執
録
す
る
こ
と
甚
だ
厳
し
く
、
王
謐　
逵
に
造
り
て
之
に
見
え
、
密
か
に
銭
を
以
て
代
わ
り
に
還
し
、
是
に
由
り
て
釈
か
る
る
を
得
。
王
謐
が
負
債
を
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
で
劉
裕
は
刁
逵
に
よ
る
拘
束
（
執
録
）
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
し
か
し
司
空
図
の
場
合
、
詩
作
は
単
に
多
作
を
誇
る
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
別
業
を
失
っ
た
喪
失
感
を
埋
め
合
わ
せ
る
た
め
の
や
む
な
き
、
そ
し
て
終
り
な
き
代
償
行
為
と
し
て
の
側
面
も
有
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
は
最
晩
年
の
作
と
思
わ
れ
る
「
白
菊
雑
書
四
首
」
其
二
で
司
空
図
は
「
此
生
只
是
償
詩
債
、
白
菊
開
時
最
不
眠
（
此
の
生
只
だ
是
れ　
詩
債
を
償
う
の
み
、
白
菊
開
く
時　
最
も
眠
ら
れ
ず
）」
と
詠
じ
、
自
ら
の
詩
作
に
対
す
る
異
常
な
ま
で
の
傾
倒
が
「
詩
債
」、
す
な
わ
ち
前
世
で
十
分
に
詩
を
作
ら
な
か
っ
た
た
め
に
で
き
た
負
債
を
償
う
も
の
で
あ
る
と
し
、
一
種
の
宿
命
と
し
て
受
け
止
め
る
に
至
る
が
、
そ
う
し
た
認
識
の
萌
芽
を
こ
の
「
狂
題
十
八
首
」
其
十
二
に
認
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
以
上
「
狂
題
十
八
首
」
の
う
ち
詩
作
に
関
わ
る
も
の
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
。
い
ず
れ
も
詩
作
に
懸
け
る
司
空
図
の
強
い
情
念
の
存
在
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
特
に
其
十
二
に
つ
い
て
は
そ
う
し
た
詩
作
へ
の
傾
倒
と
別
業
焼
失
と
い
う
事
件
と
の
関
連
性
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
司
空
図
は
、
こ
の
事
件
を
契
機
と
し
て
自
己
に
内
在
す
る
そ
う
し
た
情
念
が
、常
軌
を
逸
し
た
「
狂
」
的
な
性
質
を
帯
び
た
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。　
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二
　
詩
僧
と
詩
作
本
節
で
は
「
狂
題
十
八
首
」
に
詠
じ
ら
れ
る
、
詩
僧
と
詩
作
と
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
を
進
め
る
。
僧
籍
に
あ
り
な
が
ら
盛
ん
に
詩
作
を
行
い
、
同
時
代
の
詩
人
た
ち
と
も
詩
の
応
酬
等
を
通
し
て
積
極
的
に
交
流
を
持
っ
た
詩
人
を
「
詩
僧
」
と
称
す
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。「
詩
僧
」
と
い
う
呼
称
は
、
自
身
も
ま
た
詩
僧
と
呼
ば
れ
た
中
唐
の
皎
然
の
「
酬
別
襄
陽
詩
僧
少
微
（
襄
陽
の
詩
僧
少
微
に
別
る
る
に
酬
ゆ
）」
と
題
す
る
詩
（『
昼
上
人
集
』
巻
四
）
を
初
出
と
す
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
劉
禹
錫
の
「
澈
上
人
文
集
紀
」（『
劉
禹
錫
集
』
巻
十
九
）
に
「
世
之
言
詩
僧
、
多
出
江
左
。
霊
一
導
其
源
、
護
国
襲
之
、
清
江
揚
其
波
、
法
振
沿
之
（
中
略
）
独
呉
興
昼
公
能
備
衆
体
。
昼
公
之
後
、
澈
公
承
之
（
世
の
詩
僧
と
言
う
は
、
多
く
江
左
に
出
づ
。
霊
一　
其
の
源
を
導
き
、
護
国　
之
を
襲
い
、
清
江　
其
の
波
を
揚
げ
、
法
振　
之
に
沿
う
（
中
略
）
独
り
呉
興
の
昼
公
の
み
能
く
衆
体
を
備
う
。
昼
公
の
後
、
澈
公
之
を
承
く
」
と
あ
り
、
詩
僧
の
多
く
が
江
南
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
霊
一
よ
り
始
ま
る
詩
僧
た
ち
の
系
譜
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
詩
僧
た
ち
の
活
動
が
盛
ん
に
な
る
の
は
中
唐
期
以
降
で
あ
り
、
晩
唐
期
に
も
斉
己
・
貫
休
と
い
っ
た
著
名
な
詩
僧
が
輩
出
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
活
動
は
よ
り
活
発
で
普
遍
的
な
も
の
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
司
空
図
自
身
、
こ
う
し
た
詩
僧
た
ち
と
詩
歌
の
応
酬
を
行
っ
て
い
た
形
跡
が
窺
え
る
が）13
（
、「
狂
題
十
八
首
」
に
も
ま
た
、
詩
僧
を
詠
じ
た
詩
が
計
三
首
（
其
六
・
七
・
八
）
含
ま
れ
て
い
る
。
内
容
及
び
そ
の
配
列
か
ら
三
首
は
連
作
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
ず
は
其
六
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
由
来
相
愛
只
詩
僧　
由
来　
相
愛
す
る
は　
只
だ
詩
僧
の
み
怪
石
長
松
自
得
朋　
怪
石
長
松　
自
ら
朋
を
得
却
怕
他
生
還
識
字　
却
っ
て
怕
る　
他
生　
還
た
字
を
識
ら
ば
依
前
日
下
作
孤
鐙　
前
に
依
り
て
日
下
れ
て　
孤
鐙
を
作
す
を
司
空
図
が
唯
一
敬
愛
す
る
対
象
で
あ
る
詩
僧
は
、
奇
怪
な
形
状
の
石
や
長
い
歳
月
を
経
て
大
き
く
茂
っ
た
松
を
己
が
友
と
す
る
よ
う
な
、
超
俗
的
な
ヴ
ェ
ー
ル
を
纏
っ
た
人
物
で
も
あ
る
。
し
か
し
そ
の
彼
で
す
ら
、
来
世
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
も
や
は
り
文
字
を
解
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
現
世
と
同
様
日
が
暮
れ
て
も
な
お
、
ぽ
つ
ん
と
灯
る
と
も
し
び
の
下
詩
作
に
勤
し
ま
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
て
い
る
、
と
う
た
わ
れ
る
。
詩
僧
が
詩
作
に
没
頭
す
る
の
も
、
そ
れ
が
自
身
の
意
識
的
な
選
択
で
あ
る
の
で
は
決
し
て
な
く
、
文
字
を
覚
え
て
し
ま
っ
た
時
か
ら
宿
命
づ
け
ら
れ
た
不
可
避
な
行
為
で
あ
る
と
い
う
の
は
恐
ら
く
詩
僧
の
側
か
ら
示
さ
れ
た
、
詩
作
に
耽
る
こ
と
に
対
す
る
一
種
の
口
実
の
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
で
は
続
く
其
七
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
老
禅
剰
仗
莫
過
身　
 
老
禅　
剰
だ
仗
る
も　
身
を
過
つ
こ
と
莫
し
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遠
岫
孤
雲
見
亦
頻　
遠
岫
孤
雲　
見
る
こ
と
亦
た
頻
り
な
り
応
是
仏
辺
猶
怕
鬧　
 
応
に
是
れ
仏
辺　
猶
お
鬧
が
し
き
を
怕
る
べ
く
信
縁
須
作
且
閑
人　
 
縁
に
信
せ
須
ら
く
作
る
べ
し　
且
だ
閑
な
る
人
遠
く
に
連
な
る
山
並
み
（
遠
岫
）
に
た
だ
一
つ
ぽ
つ
ん
と
浮
か
ぶ
雲
（
孤
雲
）、
い
ず
れ
も
こ
の
詩
僧
が
俗
世
か
ら
隔
た
っ
た
山
中
に
独
り
籠
っ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
詩
僧
が
山
中
に
籠
っ
て
し
ま
う
の
も
、
偏
に
自
ら
が
仕
え
る
仏
の
側
で
す
ら
騒
が
し
さ
を
感
じ
、
外
界
と
の
接
触
を
絶
っ
て
「
閑
人
」
と
な
る
こ
と
を
願
う
か
ら
だ
、
と
司
空
図
は
詠
じ
る
。
僧
で
あ
り
な
が
ら
仏
す
ら
敬
遠
し
て
し
ま
う
と
は
奇
抜
な
表
現
で
は
あ
る
が
、
其
六
と
合
わ
せ
て
考
え
る
に
、
こ
れ
は
詩
僧
が
詩
作
へ
の
没
頭
を
恐
れ
、
そ
の
欲
求
を
抑
制
す
べ
く
あ
ら
ゆ
る
刺
激
を
避
け
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
こ
の
よ
う
な
突
飛
な
行
動
に
走
る
の
だ
、
と
司
空
図
が
見
な
し
て
い
る
故
で
あ
ろ
う
か
。
続
く
其
八
に
つ
い
て
も
見
て
み
た
い
。
止
竟
閑
人
不
愛
閑　
止
竟
閑
人　
閑
を
愛
さ
ず
只
婾
無
事
閉
柴
関　
 
只
だ
無
事
を
婾
し
み
て　
柴
関
を
閉
ざ
す
の
み
轟
霆
撹
破
蛟
龍
窟　
轟
霆　
蛟
龍
窟
を
撹
し
破
ら
ば　
也
被
狂
風
巻
出
山　
也
た
狂
風
に
巻
か
れ
て
山
を
出
だ
さ
る
こ
の
詩
僧
は
、
外
界
か
ら
完
全
に
隔
絶
し
た
孤
高
の
存
在
に
な
ろ
う
と
本
気
で
考
え
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
た
だ
門
を
閉
ざ
し
内
に
籠
っ
て
何
も
す
る
こ
と
が
無
い
の
を
楽
し
ん
で
い
る
だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
轟
く
雷
鳴
が
蛟
龍
の
住
む
洞
窟
を
震
わ
せ
蛟
龍
が
目
覚
め
る
時
、
猛
り
狂
う
風
に
巻
か
れ
て
山
か
ら
追
い
出
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
を
解
釈
す
る
上
で
最
も
重
要
な
鍵
と
な
る
の
は
三
句
目
「
轟
霆　
蛟
龍
窟
を
撹
し
破
ら
ば
」
で
あ
ろ
う
。「
蛟
龍
窟
」
に
つ
い
て
は
杜
甫
「
絶
句
四
首
」
其
二
を
典
故
と
し
て
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
欲
作
魚
梁
雲
覆
湍　
 
魚
梁
を
作
ら
ん
と
欲
し
て　
雲　
湍
を
覆
う
因
驚
四
月
雨
声
寒　
因
り
て
驚
く　
四
月　
雨
声
寒
き
に
青
渓
先
有
蛟
龍
窟　
青
渓
先
ず
有
り　
蛟
龍
窟
竹
石
如
山
不
敢
安　
竹
石　
山
の
如
き
も　
敢
え
て
安
ん
ぜ
ず
三
句
目
に
つ
い
て
浦
起
龍
は
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る）14
（
。
須
知
蛟
龍
之
想
。
只
従
雲
覆
雨
寒
生
出
、
値
雲
雨
而
蹴
起
文
情
也
。
須
ら
く
蛟
龍
の
想
を
知
る
べ
し
。
只
だ
雲
覆
雨
寒
よ
り
生
ま
れ
出
で
て
、
雲
雨
に
値
い
て
文
情
を
蹴
起
す
る
な
り
。
浦
起
龍
は
こ
こ
で
蛟
龍
と
雲
雨
の
関
係
に
着
目
し
、
詩
文
創
作
へ
の
意
欲
が
「
蛟
龍
得
水
」、
あ
た
か
も
蛟
龍
が
水
を
得
て
天
空
へ
と
翔
け
昇
る
が
如
き
勢
い
で
湧
き
起
こ
っ
て
く
る
様
を
詠
じ
よ
う
と
し
た
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杜
甫
の
意
図
を
解
明
し
て
見
せ
る
。
司
空
図
詩
の
場
合
も
、「
雲
雨
」
が
「
轟
霆
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
そ
の
い
わ
ん
と
す
る
所
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
ろ
う
。
い
か
に
詩
作
へ
の
欲
求
を
抑
制
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
心
の
奥
底
に
し
ま
い
込
ん
で
い
た
詩
心
が
雷
鳴
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
と
き
、
そ
れ
は
も
は
や
抑
え
よ
う
も
な
く
ひ
た
す
ら
詩
作
へ
と
奔
走
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
、
と
。
こ
の
「
轟
霆
」
に
つ
い
て
敷
衍
す
る
と
、
司
空
図
は
自
身
の
文
学
論
を
披
歴
す
る
文
章
の
中
で
も
雷
を
比
喩
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。
①
吾
適
又
自
編
一
鳴
集
、
且
云
撑
霆
裂
月
、
劫
作
者
之
肝
脾
。
亦
当
吾
言
之
無
怍
也
。
　
吾　
適
た
ま
又
た
自
ら
一
鳴
集
を
編
み
、
且
つ
云
う
な
ら
く
霆
を
撑
え
月
を
裂
き
、
作
者
の
肝
脾
を
劫
う
、
と
。
亦
た
当
に
吾
言
の
怍
ず
る
と
こ
ろ
無
か
る
べ
し
、
と
。
（「
与
王
駕
評
詩
書
（
王
駕
に
与
え
て
詩
を
評
す
る
の
書
）」
巻
一
）
②
愚
常
覧
韓
吏
部
歌
詩
数
百
首
、
其
駆
駕
気
勢
、
若
掀
雷
扶
電
、
撑
抉
於
天
地
之
間
。
　
愚　
常
て
韓
吏
部
の
歌
詩
数
百
首
を
覧
る
に
、
其
れ
気
勢
を
駆
駕
す
る
こ
と
、
雷
を
掀
り
電
を
扶
み
、
天
地
の
間
に
撑
抉
す
る
が
若
し
。
（「
題
柳
柳
州
集
後
（
柳
柳
州
集
の
後
に
題
す
）」
巻
二
）
③
河
渾
沇
清
、
放
恣
縦
横
。
涛
怒
霆
蹴
、
掀
鼇
倒
鯨
。
　
河
渾
り
沇
清
み
、
放
恣
縦
横
。
涛
怒
り
霆
蹴
り
、
鼇
を
掀
げ
鯨
を
倒
に
す
。
（「
詩
賦
」
巻
八
）
①
は
自
ら
が
編
纂
し
た
別
集
『
一
鳴
集
』
に
つ
い
て
、
雷
を
月
に
突
き
刺
し
て
引
き
裂
く
よ
う
に
作
者
の
真
情
を
曝
け
出
す
こ
と
を
企
図
し
た
と
宣
言
す
る
も
の
で
あ
る
。
②
も
ま
た
、
韓
愈
が
そ
の
個
性
や
風
格
を
存
分
に
馳
せ
て
作
っ
た
詩
に
は
雷
を
掴
み
取
っ
て
天
地
の
間
を
支
え
る
柱
と
す
る
よ
う
な
勢
い
に
満
ち
て
い
る
、
と
評
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
③
の
引
用
文
で
は
、
何
物
に
も
拘
束
さ
れ
ず
縦
横
無
尽
に
詩
想
を
馳
せ
る
様
を
、
天
に
向
か
い
逆
巻
く
波
涛
や
地
面
を
け
り
上
げ
る
よ
う
に
落
ち
る
雷
な
ど
を
比
喩
と
し
て
用
い
表
現
す
る
。
司
空
図
の
文
学
論
に
お
い
て
こ
う
し
た
雷
の
比
喩
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
留
意
さ
れ
て
よ
く
、「
狂
題
十
八
首
」
其
八
に
見
え
る
「
霆
」
も
ま
た
、
単
な
る
気
象
現
象
で
は
な
く
文
学
創
作
と
関
連
の
あ
る
語
と
し
て
用
い
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
に
至
る
。
た
だ
し
①
か
ら
③
の
引
用
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
作
品
の
持
つ
気
迫
を
形
容
す
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
眠
っ
て
い
た
詩
心
を
呼
び
覚
ま
す
契
機
を
指
す
も
の
と
し
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
り
、
雷
の
放
つ
光
と
音
の
強
烈
さ
か
ら
詩
心
の
勃
然
と
し
て
湧
き
起
こ
る
勢
い
の
凄
ま
じ
さ
も
ま
た
想
起
さ
れ
る
表
現
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
再
度
詩
僧
を
巡
る
問
題
に
立
ち
返
り
た
い
。「
無
心
」や「
無
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我
」
と
い
っ
た
境
地
を
理
想
と
す
る
仏
教
の
教
義
と
、
自
ら
の
感
情
を
詩
歌
に
託
し
て
詠
じ
る
と
い
う
行
為
と
が
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
は
詩
僧
た
ち
の
活
動
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
顕
在
化
し
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
次
に
挙
げ
る
中
唐
の
詩
僧
皎
然
の
『
詩
式
』
の
序
文
は
、
そ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
詩
僧
自
ら
が
自
己
の
体
験
に
基
づ
き
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。
叙
曰
、
貞
元
初
、
予
与
二
三
子
居
東
渓
草
堂
、
毎
相
謂
曰
、
世
事
喧
喧
、
非
禅
者
之
意
（
中
略
）
豈
若
孤
松
片
雲
、
禅
坐
相
対
、
無
言
而
道
合
、
至
静
而
性
同
哉
。
吾
将
深
入
杼
峰
、
与
松
雲
為
侶
。
所
著
詩
式
及
諸
文
筆
、
並
寝
而
不
紀
。
因
顧
筆
硯
、
笑
而
言
曰
、
我
疲
爾
役
、
爾
困
我
愚
、
数
十
年
間
、
了
無
所
得
。
況
你
是
外
物
、
何
累
於
我
哉
。
住
既
無
心
、
去
亦
無
我
。
予
将
放
爾
、
各
還
其
性
、
使
物
自
物
、
不
関
於
予
。
豈
不
楽
乎
。
遂
命
弟
子
黜
焉
。
至
五
年
夏
五
月
、
会
前
御
史
中
丞
李
公
洪
自
河
北
負
譴
、
遇
恩
再
移
、
為
湖
州
長
史
（
中
略
）
他
日
言
及
詩
式
、
予
具
陳
以
夙
昔
之
志
。
公
曰
、
不
然
。
因
命
門
人
検
出
草
本
、
一
覧
而
嘆
曰
、
早
歳
曽
見
沈
約
品
藻
、
恵
休
翰
林
、
庾
信
詩
箴
、
三
子
之
論
、
殊
不
及
此
。
奈
何
学
小
乗
褊
見
、
以
夙
志
為
辞
邪
。
再
三
顧
予
、
敢
不
唯
命
。
叙
に
曰
く
、
貞
元
の
初
め
、
予　
二
三
子
と
東
渓
の
草
堂
に
居
り
、
毎
に
相
謂
い
て
曰
く
、
世
事
喧
喧
と
し
て
、
禅
者
の
意
に
非
ず
（
中
略
）
豈
に
孤
松
片
雲
、
禅
坐
し
て
相
対
し
、
無
言
に
し
て
道
合
し
、
至
静
に
し
て
性
同
じ
な
る
に
若
か
ん
や
。
吾　
将
に
深
く
杼
峰
に
入
り
、
松
雲
と
侶
と
為
ら
ん
と
す
。
著
す
所
の
詩
式
及
び
諸
文
筆
、
並
び
に
寝
め
て
紀
さ
ず
。
因
り
て
筆
硯
を
顧
み
て
、
笑
い
て
言
い
て
曰
く
、
我　
爾
の
役
に
疲
れ
、
爾　
我
の
愚
か
な
る
に
困
し
み
、
数
十
年
間
、
了
に
得
る
所
無
し
。
況
や
你
は
是
れ
外
物
に
し
て
、
何
ぞ
我
を
累
わ
す
や
。
住
ま
る
も
既
に
無
心
、
去
る
も
亦
た
無
我
。
予　
将
に
爾
を
放
ち
、
各
お
の
其
の
性
に
還
ら
し
め
、
物
を
し
て
自
ず
か
ら
物
た
ら
し
め
て
、
予
に
関
せ
ざ
ら
し
め
ん
と
す
。
豈
に
楽
し
か
ら
ず
や
、
と
。
遂
に
弟
子
に
命
じ
て
焉
を
黜
け
し
む
。
五
年
夏
五
月
に
至
り
、
会
た
ま
前
の
御
史
中
丞
李
公
洪　
河
北
よ
り
譴
を
負
い
、
恩
に
遇
い
て
再
び
移
さ
れ
て
、
湖
州
長
史
と
為
る
（
中
略
）
他
日
詩
式
に
言
及
し
、予　
具
さ
に
陳
ぶ
る
に
夙
昔
の
志
を
以
っ
て
す
。
公
曰
く
、
然
ら
ず
、
と
。
因
り
て
門
人
に
命
じ
て
草
本
を
検
出
す
る
に
、
一
覧
し
て
嘆
じ
て
曰
く
、
早
歳
曽
て
沈
約
の
品
藻
、
恵
休
の
翰
林
、
庾
信
の
詩
箴
を
見
る
に
、
三
子
の
言
、
殊
に
此
に
及
ば
ず
。
奈
何
ぞ
小
乗
の
褊
見
を
学
び
て
、
夙
志
を
以
っ
て
辞
を
為
さ
ん
や
、
と
。
再
三
予
を
顧
み
れ
ば
、
敢
え
て
唯
命
せ
ざ
ら
ん
や
。
（
皎
然
「
詩
式
」
中
序
）
最
終
的
に
は
李
洪
の
慫
慂
に
よ
り
再
び
著
作
活
動
に
立
ち
返
る
も
の
の
、
皎
然
は
自
身
の
思
想
を
文
字
に
託
す
行
為
を
一
旦
は
放
棄
し
、
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山
に
籠
っ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
対
し
最
も
敏
感
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
詩
僧
た
ち
の
側
か
ら
解
決
策
が
提
示
さ
れ
て
き
た
。
傍
島
史
奈
氏
は
、
詩
僧
た
ち
が
佳
句
を
得
る
た
め
に
苦
心
し
て
表
現
に
彫
琢
を
凝
ら
す
こ
と
を
否
定
せ
ず
、
む
し
ろ
そ
の
苦
心
の
跡
を
残
さ
な
い
「
忘
筌
」
の
境
地
を
理
想
と
し
て
お
り
、
ま
た
仏
道
と
相
反
す
る
詩
作
に
努
め
る
こ
と
が
却
っ
て
悟
り
の
道
へ
通
じ
る
と
い
う
大
乗
仏
教
の
観
点
か
ら
詩
作
を
定
義
す
る
こ
と
で
矛
盾
の
解
決
を
図
っ
た
、
と
す
る）15
（
。
一
方
、
時
代
が
下
り
北
宋
の
蘇
軾
が
再
度
、
僧
侶
が
詩
作
を
行
う
こ
と
の
矛
盾
に
つ
い
て
の
問
題
提
起
を
行
う
な
ど）16
（
、
僧
侶
の
詩
作
を
巡
る
問
題
は
詩
人
た
ち
の
側
か
ら
も
興
味
を
引
く
問
題
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
議
論
は
さ
て
お
き
、
現
実
に
は
詩
作
に
没
頭
す
る
詩
僧
は
後
を
絶
た
ず
、
そ
の
没
頭
ぶ
り
を
自
身
の
詩
に
詠
じ
込
む
行
為
も
ま
た
常
態
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。司
空
図
と
同
時
代
の
詩
僧
で
、
司
空
図
と
も
交
遊
の
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
斉
己
が
「
日
用
是
何
専
、
吟
疲
即
座
禅
（
日
用　
是
れ
何
を
か
専
ら
に
す
、
吟
じ
疲
れ
れ
ば　
即
ち
座
禅
す
）」（「
喩
吟
」
詩
）「
正
堪
凝
思
掩
禅
扃
、
又
被
詩
魔
悩
竺
卿
（
正
に
凝
思
し
禅
扃
を
掩
う
堪
き
も
、
又
詩
魔
の
竺
卿
を
悩
ま
す
を
被
る
）」（「
愛
吟
」
詩
）
と
詠
じ
る
の
は
そ
の
好
例
で
あ
ろ
う
。
司
空
図
自
身
は
こ
う
し
た
詩
僧
た
ち
の
詩
作
に
つ
い
て
い
か
に
捉
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
与
王
駕
評
詩
書
（
王
駕
に
与
え
て
詩
を
評
す
る
の
書
）」
で
司
空
図
は
「
浪
仙
、
無
可
、
劉
得
仁
輩
、
時
得
佳
致
、
亦
足
滌
煩
（
浪
仙
、
無
可
、
劉
得
仁
の
輩
、
時
に
佳
致
を
得
て
、
亦
た
煩
わ
し
き
を
滌
う
に
足
る
）」
と
、
詩
僧
で
あ
る
無
可
を
賈
島
（
字
浪
仙
）
や
劉
得
仁
と
並
べ
て
そ
の
詩
に
一
定
の
評
価
を
与
え
て
い
る
。そ
の
一
方
、「
僧
舍
貽
友
人（
僧
舍
に
て
友
人
に
貽
る
）」
詩
で
は
「
解
吟
僧
亦
俗
、
愛
舞
鶴
終
卑
（
解
く
吟
ず
れ
ば　
僧
も
亦
た
俗
、
舞
う
を
愛
す
れ
ば　
鶴
も
終
に
卑
し
）」
と
詠
じ
、
自
然
に
舞
う
姿
が
美
し
い
と
さ
れ
る
鶴
も
、
舞
う
こ
と
を
愛
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
か
え
っ
て
卑
し
い
姿
に
映
じ
る
様
に
、
僧
も
詩
作
に
巧
み
で
あ
れ
ば
俗
世
の
凡
人
と
同
等
の
存
在
と
な
り
得
る
と
の
認
識
も
示
し
て
い
る
。
「
狂
題
十
八
首
」
に
詠
じ
ら
れ
る
詩
僧
の
場
合
、
そ
の
作
品
の
評
価
や
詩
作
の
是
非
に
つ
い
て
は
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
こ
こ
で
の
司
空
図
の
関
心
の
所
在
は
、
詩
作
を
抑
制
す
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
逆
に
詩
作
へ
と
駆
り
立
て
る
よ
う
な
外
的
要
因
と
、
そ
れ
に
呼
応
す
る
情
動
、
い
わ
ば
「
詩
心
」
の
作
用
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
司
空
図
は
仏
道
と
の
矛
盾
を
抱
え
つ
つ
、
な
お
も
詩
作
を
続
け
ざ
る
を
得
な
い
詩
僧
の
姿
に
、
衝
動
を
抑
え
き
れ
ず
詩
作
へ
と
の
め
り
込
ん
で
い
く
自
己
の
姿
を
投
影
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
詠
じ
ら
れ
て
い
る
詩
僧
と
は
、
い
わ
ば
も
う
一
人
の
「
自
分
」、
す
な
わ
ち
詩
人
自
ら
の
姿
を
客
体
化
し
て
描
い
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た
形
象
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
三
　
自
己
規
定
と
し
て
の
「
狂
」
本
節
で
は
司
空
図
の
詩
作
に
お
け
る
「
狂
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
別
の
角
度
か
ら
探
っ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
詩
歌
の
み
に
限
定
す
れ
ば
、
司
空
図
詩
に
お
け
る
「
狂
」
字
の
用
例
は
全
十
三
例
を
数
え
る
。
そ
の
内
複
数
の
用
例
が
確
認
で
き
る
の
は
「
狂
題
」（
二
例
）、「
狂
才
」（
二
例
）、「
狂
風
」（
二
例
）
の
三
語
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
狂
才
」
を
検
討
の
対
象
と
す
る
。
次
に
挙
げ
る
の
は
「
綸
閣
有
感
（
綸
閣
に
て
感
有
り
）」
詩
で
あ
る
。
風
涛
曽
阻
化
鱗
来　
風
涛　
曾
て
阻
む　
鱗
に
化
し
て
来
る
を
誰
料
蓬
瀛
路
却
開　
 
誰
か
料
ら
ん
蓬
瀛　
路
却
っ
て
開
か
る
る
を
欲
去
遅
遅
還
自
笑　
 
去
ら
ん
と
欲
す
る
も
遅
遅
と
し
て　
還
た
自
ら
笑
う
狂
才
応
不
是
仙
才　
狂
才
は
応
に
是
れ
仙
才
な
ら
ざ
る
べ
し
「
綸
閣
」
と
は
中
書
省
の
別
名
。
司
空
図
は
光
啓
元
（
八
八
五
）
年
及
び
龍
紀
元
（
八
八
九
）
年
に
中
書
舍
人
の
官
を
拝
し
て
い
る
。
前
半
二
句
で
は
風
や
波
に
阻
ま
れ
て
中
々
出
世
（
化
鱗
）
へ
の
糸
口
が
掴
め
な
か
っ
た
の
に
、
全
く
思
わ
ぬ
形
で
蓬
莱
や
瀛
洲
へ
の
路
が
開
か
れ
た
の
だ
、
と
詠
じ
る
が
、
本
来
は
神
仙
の
住
む
山
で
あ
る
蓬
莱
や
瀛
洲
も
こ
こ
で
は
官
界
を
示
す
比
喩
と
な
っ
て
お
り
、
中
書
舍
人
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
指
す
の
は
明
白
で
あ
る
。
後
半
二
句
で
は
、
そ
の
中
書
舍
人
の
官
を
辞
し
て
去
ろ
う
に
も
な
か
な
か
果
た
せ
な
い
自
ら
の
姿
を
笑
い
つ
つ
、「
狂
才
」で
あ
る
自
分
に「
仙
才
」は
備
わ
っ
て
い
な
い
の
だ
、
と
結
ぶ
。
蓬
瀛
が
官
界
を
指
す
語
で
あ
っ
た
の
と
同
様
、
仙
才
も
ま
た
こ
こ
で
は
官
界
で
成
功
を
収
め
出
世
へ
の
道
を
邁
進
す
る
た
め
の
才
覚
を
指
し
て
い
よ
う
。
引
き
続
き
、
狂
才
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
う
一
首
の
詩
「
白
菊
雑
書
四
首
」
其
三
を
以
下
に
示
す
。狂
才
不
足
自
英
雄　
狂
才　
自
ら
英
雄
た
る
に
足
ら
ず
僕
妾
駆
令
学
販
舂　
 
僕
妾
駆
令
し
て　
舂
を
販
る
を
学
ば
し　
む
侯
印
幾
人
封
万
戸　
侯
印　
幾
人
か　
万
戸
に
封
ぜ
ら
る
儂
家
只
弁
買
孤
峰　
儂わ
家れ
は
只
だ
弁よ
く　
孤
峰
を
買
う
の
み
狂
才
で
あ
る
私
は
、
世
人
の
賞
賛
を
受
け
青
史
に
名
を
残
す
よ
う
な
英
雄
に
な
ど
な
り
得
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
召
使
い
や
下
女
を
駆
り
立
て
て
精
白
し
た
穀
物
を
売
ら
せ
て
は
糊
口
を
し
の
ぐ
よ
う
な
貧
し
い
暮
ら
し
ぶ
り
だ
（
販
舂
）、
と
前
半
二
句
で
自
嘲
を
込
め
て
う
た
う
。
し
か
し
後
半
二
句
で
は
一
転
、
そ
の
功
績
に
よ
り
諸
侯
に
列
し
た
者
の
中
で
、
万
戸
侯
に
封
ぜ
ら
れ
栄
華
を
極
め
た
者
な
ど
一
体
ど
れ
ほ
ど
い
よ
う
か
、
そ
れ
よ
り
も
私
は
た
だ
山
一
つ
買
っ
て
そ
こ
に
安
住
す
る
だ
け
だ
、
と
浮
世
の
は
か
な
い
栄
華
と
対
比
す
る
こ
と
で
富
貴
32
や
名
誉
を
重
ん
じ
る
世
間
の
常
識
に
は
目
も
く
れ
な
い
自
ら
の
姿
を
誇
ら
し
げ
な
口
吻
を
も
っ
て
示
す
の
で
あ
る
。
さ
て
、
四
句
目
で
は
第
一
人
称
の
代
名
詞
と
し
て
「
儂
家
」
と
い
う
口
語
的
な
言
い
回
し
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
司
空
図
詩
に
は
も
う
一
例
「
儂
家
」
の
用
例
が
あ
る
。「
力
疾
山
下
呉
村
看
杏
花
十
九
首
（
疾
を
力お
し
て
山
下
の
呉
村
に
て
杏
花
を
看
る
十
九
首
）」
の
其
六
の
後
半
「
儂
家
自
有
麒
麟
閣
、
第
一
功
名
只
賞
詩
（
儂
家
に
自
ら
有
り　
麒
麟
閣
、
第
一
の
功
名　
只
だ
詩
を
賞
づ
る
の
み
）」
が
そ
れ
で
あ
る
。「
麒
麟
閣
」
と
は
漢
の
未
央
宮
内
に
あ
っ
た
建
物
で
、
宣
帝
が
霍
光
を
初
め
と
す
る
功
臣
の
画
像
を
安
置
さ
せ
た
場
所
で
あ
り
、
後
に
功
臣
に
対
し
与
え
ら
れ
る
栄
誉
を
象
徴
す
る
典
故
と
も
な
っ
た
。
司
空
図
は
こ
こ
で
、
私
に
も
「
麒
麟
閣
」
と
称
す
べ
き
も
の
は
存
在
す
る
が
、
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
る
べ
き
第
一
の
功
名
と
は
詩
歌
を
鑑
賞
し
楽
し
む
こ
と
の
み
で
あ
る
、
と
断
言
す
る
。
詩
歌
の
鑑
賞
（
広
義
に
は
創
作
も
そ
こ
に
包
括
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
）
と
い
う
個
人
的
な
行
為
が
こ
こ
で
は
誇
る
べ
き
最
大
の
栄
誉
と
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
を
標
榜
す
る
際
に
司
空
図
は
「
儂
家
」
と
い
う
通
俗
的
な
語
を
用
い
普
遍
的
な
価
値
観
と
も
よ
り
一
層
鋭
く
対
立
す
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
司
空
図
の
姿
勢
は
「
儂
家
」
を
媒
介
と
し
て
「
白
菊
雑
書
四
首
」
其
三
に
詠
じ
ら
れ
た
「
狂
才
」
司
空
図
の
姿
へ
と
重
な
っ
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
狂
才
と
い
う
自
己
規
定
か
ら
は
常
識
の
束
縛
を
脱
し
文
学
的
営
為
に
己
の
存
在
価
値
全
て
を
賭
け
よ
う
と
す
る
姿
を
、
他
者
に
対
し
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
っ
て
印
象
づ
け
よ
う
と
す
る
強
烈
な
自
意
識
が
窺
え
る
の
で
あ
る）17
（
。
そ
も
そ
も
詩
人
が
自
ら
を
「
狂
」
を
以
て
称
す
る
例
は
、
司
空
図
以
前
に
も
複
数
存
在
す
る
。「
四
明
の
狂
客
」
と
自
称
し
た
盛
唐
の
賀
知
章
な
ど
は
そ
の
好
例
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
賀
知
章
を
敬
慕
し
た
李
白
も
「
我
本
楚
狂
人
、
鳳
歌
笑
孔
丘
（
我
は
本
楚
の
狂
人
、
鳳
歌　
孔
丘
を
笑
う
）」（「
盧
山
謡
寄
盧
侍
御
虚
舟
（
盧
山
謡　
盧
侍
御
虚
舟
に
寄
す
）」
詩
）
と
、
自
身
を
「
楚
の
狂
子
」
す
な
わ
ち
狂
接
輿
に
な
ぞ
ら
え
る
が
、
こ
れ
に
は
俗
世
と
決
別
し
仙
界
に
遊
ば
ん
と
す
る
李
白
の
願
望
が
投
影
さ
れ
て
い
る）18
（
。
し
か
し
自
己
規
定
と
し
て
の
「
狂
」を
通
覧
し
た
際
、一
つ
の
画
期
と
な
っ
た
の
は
杜
甫
で
あ
ろ
う
。
杜
甫
は
「
狂
夫
」
と
題
す
る
詩
の
後
半
四
句
で
自
身
の
姿
を
次
の
よ
う
に
詠
じ
る
。
厚
禄
故
人
書
断
絶　
厚
禄
の
故
人　
書　
断
絶
し
恒
飢
稚
子
色
凄
涼　
恒
に
飢
う
る
稚
子　
色　
凄
涼
た
り
欲
填
溝
壑
惟
疎
放　
溝
壑
に
填
せ
ん
と
欲
す
る
も　
惟
だ
疎
放
自
笑
狂
夫
老
更
狂　
自
ら
笑
う　
狂
夫
老
い
て
更
に
狂
な
る
を
出
世
を
果
た
し
た
友
人
に
見
放
さ
れ
、
幼
子
を
養
う
こ
と
す
ら
ま
ま
な
ら
ぬ
貧
窮
ぶ
り
を
杜
甫
は
自
嘲
を
込
め
た
筆
致
で
描
き
出
し
、
自
ら
を
老
い
て
な
お
「
狂
」
ぶ
り
に
磨
き
が
か
か
る
「
狂
夫
」
で
あ
る
と
笑
う
。
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自
ら
を
「
狂
夫
」
と
称
す
る
例
は
こ
の
杜
甫
詩
を
嚆
矢
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
杜
甫
の
い
か
な
る
自
己
認
識
の
下
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
行
研
究
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
横
山
伊
勢
雄
氏
は
こ
の
「
狂
夫
」
詩
に
つ
い
て
「
厚
禄
や
名
声
の
社
会
と
無
縁
と
な
っ
た
こ
の
詩
人
が
、
貧
窮
と
孤
独
に
つ
つ
ま
れ
な
が
ら
、
自
己
を
疎
外
す
る
外
界
を
睨
み
付
け
て
い
る
眼
が
認
め
ら
れ
よ
う
」と
述
べ
る
。
そ
の
上
で
横
山
氏
は
更
に
論
を
進
め「
こ
こ
に
お
い
て
杜
甫
は
、「
一
小
伎
な
る
文
学
」
に
自
己
の
存
在
を
か
け
る
生
き
方
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る）19
（
。
谷
口
真
由
実
氏
は
横
山
氏
の
指
摘
を
継
承
し
つ
つ
、「
根
本
に
自
ら
を
客
体
化
し
て
「
狂
夫
」
と
認
識
す
る
鋭
い
眼
差
し
が
あ
る
」
と
し
、
そ
の
眼
差
し
の
鋭
さ
を
通
し
て
杜
甫
の
苦
い
自
嘲
が
浮
か
び
上
が
る
と
指
摘
す）20
（
る
。
一
方
八
木
章
好
氏
は
、
こ
の
狂
夫
に
は
儒
家
の
い
う
所
の
「
狂
狷
」
的
な
生
き
方
が
投
影
さ
れ
て
お
り
、「
表
面
的
に
は
自
嘲
的
、
自
戒
的
に
歌
っ
て
は
い
て
も
、
実
は
、
そ
こ
に
は
自
ら
を
恥
じ
た
り
、
や
ま
し
く
思
っ
た
り
す
る
気
持
ち
は
少
し
も
な
く
」、
そ
う
し
た
不
器
用
な
生
き
方
を
貫
き
通
し
て
き
た
自
分
自
身
を
誇
り
に
さ
え
感
じ
て
い
た
、
と
指
摘
す
る）21
（
。
以
上
杜
甫
の
「
狂
夫
」
に
つ
い
て
先
行
研
究
の
中
か
ら
三
氏
の
見
解
を
掲
げ
た
が
、「
狂
夫
」
の
語
に
杜
甫
の
自
嘲
を
認
め
る
か
否
か
で
大
き
な
振
幅
が
あ
る
の
が
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
は
「
狂
夫
」
と
い
う
自
己
規
定
が
杜
甫
の
時
代
に
お
い
て
な
お
定
義
が
定
ま
っ
て
い
な
い
状
況
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
か
つ
狂
夫
と
い
う
詩
語
は
、『
詩
経
』
以
来
の
伝
統
に
お
い
て
「
愚
か
者
、
浮
か
れ
歩
く
者
」
を
指
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
例
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
お
り）22
（
、
そ
こ
か
ら
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
語
感
を
完
全
に
払
拭
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
に
も
起
因
し
て
い
よ
う
。
そ
れ
故
杜
甫
も
自
ら
を
笑
う
こ
と
を
免
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
司
空
図
は
杜
甫
と
は
対
照
的
に
、
文
学
創
作
が
世
俗
に
お
け
る
名
誉
と
同
等
の
価
値
を
有
す
る
こ
と
に
揺
る
が
ぬ
確
信
を
抱
い
て
い
る
。
同
時
に
自
ら
が
優
れ
た
文
学
作
品
を
世
に
問
う
に
ふ
さ
わ
し
い
才
を
備
え
て
い
る
と
の
認
識
も
示
す
。
狂
に
し
て
か
つ
才
、
そ
れ
が
司
空
図
の
狂
才
と
い
う
自
己
規
定
で
あ
る
。
杜
甫
の
よ
う
な
自
嘲
の
口
吻
は
そ
こ
か
ら
影
を
潜
め
て
い
よ
う
。
話
を
再
度
「
狂
夫
」
に
戻
す
が
、
杜
甫
以
降
で
自
ら
を
狂
夫
と
称
す
る
代
表
例
は
、
白
居
易
の
そ
れ
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
白
居
易
は
「
問
少
年
（
少
年
に
問
う
）」
詩
で
次
の
よ
う
に
詠
じ
る
。
千
首
詩
堆
青
玉
案　
千
首
の
詩
は
青
玉
の
案
に
堆
く
十
分
酒
写
白
金
盂　
十
分
の
酒
は
白
銀
の
盂
に
写
ぐ
回
頭
却
問
諸
年
少　
頭
を
回
ら
せ
て
却
っ
て
諸
年
少
に
問
う
作
个
狂
夫
得
了
無　
 
个
の
狂
夫
と
作
り
て
了
る
を
得
る
や
無
し
や
と
白
居
易
は
東
都
洛
陽
で
の
閑
適
の
日
々
の
中
で
酒
や
詩
歌
に
喜
び
を
見
出
す
自
身
を
狂
夫
と
称
す
る
が
、
そ
こ
に
は
充
足
感
と
相
ま
っ
て
34
精
神
的
余
裕
を
も
感
じ
さ
せ
る
。
こ
の
白
居
易
の
「
狂
夫
」
と
い
う
自
己
規
定
に
つ
い
て
、
二
宮
俊
博
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る）23
（
。
と
こ
ろ
で
、
洛
陽
時
代
の
白
居
易
に
あ
っ
て
は
、
先
に
一
部
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、「
狂
」
と
い
う
自
己
規
定
は
、
時
流
に
抗
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
を
示
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
白
居
易
が
生
き
た
中
唐
の
時
代
、「
狂
」
と
い
う
文
字
が
も
し
「
狂
疎
」
と
い
っ
た
如
く
、
人
と
な
り
を
指
し
て
用
い
ら
れ
れ
ば
、
柳
宗
元
の
用
例
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
好
意
的
肯
定
的
評
価
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
逆
に
、
そ
の
人
物
を
擯
斥
指
弾
す
る
と
い
っ
た
性
格
を
も
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
当
時
彼
の
生
活
を
支
え
た
思
想
が
明
哲
保
身
を
旨
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
故
に
、
白
居
易
の
心
情
は
、
時
と
し
て
「
狂
」
に
向
う
遠
心
力
と
、「
中
庸
」
に
戻
ら
ん
と
す
る
求
心
力
、
こ
の
両
者
の
危
い
均
衡
の
上
に
立
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
「
狂
」
と
い
う
人
物
評
価
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
と
し
て
よ
り
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
味
合
い
で
捉
え
ら
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
白
居
易
に
お
い
て
す
ら
な
お
「
狂
」
に
徹
し
き
れ
な
い
一
種
の
疚
し
さ
を
抱
え
て
い
た
こ
と
を
二
宮
氏
は
指
摘
す
る
。
し
か
し
司
空
図
の
い
う
狂
才
は
「
仙
才
」
や
「
英
雄
」
と
い
っ
た
羨
望
や
憧
憬
の
対
象
と
は
正
反
対
の
存
在
で
あ
り
つ
つ
、「
賞
詩
」
と
い
う
行
為
を
バ
ネ
に
価
値
観
を
反
転
さ
せ
自
ら
を
上
位
に
置
こ
う
と
す
る
意
図
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
他
者
と
峻
別
し
、
か
つ
自
身
の
信
念
に
些
か
の
疑
念
も
抱
か
ぬ
孤
高
の
精
神
が
垣
間
見
え
る
。
杜
甫
の
狂
夫
と
い
う
自
己
規
定
を
究
極
的
に
突
き
詰
め
た
先
に
あ
る
も
の
、
そ
れ
が
司
空
図
の
い
う
「
狂
才
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
で
は
そ
う
し
た
「
狂
才
」
司
空
図
は
、「
狂
題
十
八
首
」
に
お
い
て
、
自
ら
の
詩
作
を
い
か
に
総
括
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
一
端
が
窺
え
る
の
が
、「
狂
題
十
八
首
」
其
九
で
あ
る
。
地
下
修
文
著
作
郎　
地
下
に
文
を
修
む
る
は　
著
作
郎
生
前
飢
処
倒
空
牆　
生
前
飢
え
し
処　
空
牆
を
倒
す
何
如
神
爽
騎
星
去　
 
何
ぞ
如
か
ん
や　
神
爽
と
し
て
星
に
騎
り
て
去
り
猶
自
研
幾
助
玉
皇　
猶
お
自
ら
研
幾
し
て　
玉
皇
を
助
く
る
に
一
句
目
「
地
下
に
文
を
修
む
」
と
は
修
文
郎
、
す
な
わ
ち
死
後
の
世
界
で
文
章
を
司
る
官
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。『
太
平
広
記
』
巻
三
一
九
に
引
く
王
隠
『
晋
書
』
に
「
顔
淵
、
卜
商
、
今
見
在
為
修
文
郎
、
修
文
郎
凡
有
八
人
。（
顔
淵
、
卜
商
は
、
今
見
在
修
文
郎
為
り
て
、
修
文
郎
は
凡
そ
八
人
有
り
。）」
と
見
え
る
。
一
方
「
著
作
郎
」
は
唐
代
の
官
制
に
お
い
て
は
文
章
を
司
る
官
職
名
で
あ
る
が
、
二
句
目
と
合
わ
せ
て
読
む
と
、
こ
こ
で
の
著
作
郎
と
は
或
い
は
盛
唐
の
鄭
虔
の
よ
う
な
人
物
を
想
定
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
鄭
虔
、
鄭
州
滎
陽
人
（
中
略
）
嘗
自
写
其
詩
并
画
以
献
、
帝
大
署
其
尾
曰
、鄭
虔
三
絶
。
遷
著
作
郎
（
中
略
）
在
官
貧
約
甚
、
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澹
如
也
。
杜
甫
嘗
贈
以
詩
曰
、
才
名
四
十
年
、
坐
客
寒
無
氈
。
鄭
虔
、
鄭
州
滎
陽
の
人
な
り
（
中
略
）
嘗
て
自
ら
其
の
詩
を
写
き
画
と
并
せ
て
以
て
献
じ
、帝　
其
の
尾
に
大
署
し
て
曰
く
、
鄭
虔
三
絶
と
。
著
作
郎
に
遷
さ
る
（
中
略
）
官
に
在
り
て
貧
約
甚
だ
し
き
も
、
澹
如
た
り
。
杜
甫
嘗
て
贈
る
に
詩
を
以
て
し
て
曰
く
、
才
名　
四
十
年
、
坐
客　
寒
き
も
氈
無
し
、
と
。　
（『
新
唐
書
』
巻
二
〇
二
）
以
上
を
踏
ま
え
詩
全
体
を
解
釈
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
著
作
郎
は
死
後
の
世
界
に
お
い
て
も
修
文
郎
と
し
て
文
章
作
成
に
携
わ
っ
た
。
彼
は
生
前
飢
え
に
苦
し
む
ほ
ど
困
窮
し
た
日
々
を
送
っ
た
が
、
そ
の
邸
宅
も
崩
壊
し
た
壁
が
そ
の
名
残
を
留
め
る
の
み
。
そ
れ
な
ら
ば
い
っ
そ
の
こ
と
、
星
に
乗
っ
て
颯
爽
と
天
上
の
世
界
へ
と
去
り
、
文
章
の
奥
義
を
極
め
つ
つ
（
研
幾
）
玉
皇
大
帝
に
仕
え
た
方
が
ま
し
で
は
な
い
か
、
と
。
こ
こ
で
著
作
郎
に
象
徴
さ
れ
る
の
は
、
官
僚
の
責
務
と
し
て
、
ま
た
己
の
名
誉
や
出
世
の
た
め
に
詩
文
の
作
成
に
励
む
生
き
方
で
あ
る
。
こ
れ
と
対
比
さ
れ
る
天
上
の
世
界
は
、
そ
う
し
た
制
約
と
は
無
縁
の
た
だ
自
身
の
意
欲
に
任
せ
創
作
に
没
頭
で
き
る
境
地
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
自
ら
を
世
間
と
相
容
れ
な
い
「
狂
才
」
で
あ
る
と
認
識
し
た
司
空
図
は
、
や
が
て
そ
の
残
り
の
人
生
を
傾
注
す
る
に
値
す
る
対
象
と
し
て
の
詩
作
を
再
発
見
す
る
に
至
る
。
前
述
の
よ
う
に
「
狂
題
十
八
首
」
に
は
別
業
焼
失
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
体
験
が
影
を
落
と
し
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
司
空
図
は
こ
の
「
狂
題
十
八
首
」
の
制
作
を
通
し
詩
作
に
対
し
て
新
た
な
価
値
を
見
出
す
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
わ
り
に
以
上
司
空
図
の
詩
作
と
「
狂
」
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
、「
狂
題
十
八
首
」を
端
緒
と
し
て
考
察
し
て
き
た
。
本
論
に
お
け
る
考
察
が
、
司
空
図
の
文
学
作
品
に
現
れ
る
「
狂
」
の
意
味
を
全
て
包
括
し
う
る
も
の
で
は
無
論
な
い
。
し
か
し
、
敢
え
て
詩
作
行
為
と
「
狂
」
と
い
う
限
定
さ
れ
た
対
象
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
興
味
深
い
事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
常
軌
を
逸
す
る
ほ
ど
詩
作
へ
と
傾
倒
し
て
い
く
こ
と
の
背
景
に
は
、
兵
火
に
遭
っ
て
別
業
が
失
わ
れ
た
と
い
う
事
件
が
見
え
隠
れ
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
る
で
喪
失
感
を
埋
め
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
自
ら
を
駆
り
立
て
る
狂
的
な
ま
で
の
情
念
、
そ
れ
が
司
空
図
の
詩
作
に
お
け
る
「
狂
」
の
一
つ
目
の
意
味
で
あ
る
。
ま
た
「
狂
題
十
八
首
」
に
お
い
て
再
三
に
わ
た
り
詠
じ
ら
れ
る
、
詩
作
を
放
棄
せ
ん
と
し
て
果
た
せ
な
い
詩
僧
の
姿
に
も
、
あ
る
い
は
司
空
図
自
身
の
姿
が
投
影
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
う
一
つ
の
意
味
は
司
空
図
の
詩
作
に
対
す
る
姿
勢
と
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
司
空
図
は
世
俗
的
な
価
値
観
一
切
に
背
を
向
け
、
詩
作
36
の
中
に
自
己
の
存
在
意
義
を
見
出
し
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
世
間
と
相
容
れ
な
い
「
狂
」
に
し
て
か
つ
優
れ
た
詩
文
を
世
に
問
う
に
足
る
「
才
」
で
あ
る
と
い
う
自
己
規
定
、
す
な
わ
ち
「
狂
才
」
と
い
う
語
が
現
れ
る
。
こ
の
自
己
規
定
か
ら
は
自
嘲
や
後
ろ
め
た
さ
は
看
取
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
強
固
な
自
負
が
支
柱
と
な
っ
て
彼
の
詩
作
を
支
え
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
最
後
に
一
点
、
司
空
図
の
詩
論
と
「
狂
題
十
八
首
」
の
関
連
性
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
通
り
、
司
空
図
は
詩
論
家
と
し
て
後
世
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
り
、
そ
の
詩
論
を
代
表
す
る
と
さ
れ
る
「
味
外
の
旨
」
や
「
象
外
の
象
」
と
い
っ
た
主
張
と
「
狂
題
十
八
首
」
の
間
に
は
懸
隔
が
存
在
す
る
観
は
否
め
な
い
。
無
論
こ
う
し
た
主
張
が
司
空
図
の
詩
論
の
全
て
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
司
空
図
が
「
題
紀
の
作
」（「
与
極
浦
書
（
極
浦
に
与
う
る
の
書
）」
巻
三
）、
す
な
わ
ち
詩
題
に
忠
実
に
実
景
を
描
写
し
た
詩
も
重
視
し
て
お
り
、
か
つ
「
詩
貫
六
義
、
則
諷
諭
、
抑
揚
、
淳
蓄
、
温
雅
、
皆
在
其
間
矣
。
然
直
致
所
得
、
以
格
自
奇
（
詩
は
六
義
を
貫
け
ば
、
則
ち
諷
諭
、
抑
揚
、
淳
蓄
、
温
雅
、
皆
其
の
間
に
在
り
。
然
ら
ば
直
ち
に
得
る
所
を
致
さ
ば
、
格
を
以
て
自
ら
奇
な
り
）」（「
与
李
生
論
詩
書
（
李
生
に
与
え
て
詩
を
論
ず
る
の
書
）」
巻
二
）
と
あ
る
ご
と
く
、
自
ら
が
得
た
着
想
を
直
截
的
に
詩
に
託
せ
ば
、
詩
人
に
備
わ
る
個
性
（
格
）
に
基
づ
き
自
ず
と
奇
抜
な
表
現
へ
と
至
る
と
述
べ
る
な
ど
、
そ
の
詩
論
に
は
上
述
の
主
張
の
み
に
単
純
化
で
き
な
い
多
面
性
が
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
先
行
研
究
で
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
所
で
あ
る）24
（
。
こ
れ
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
な
ら
ば
司
空
図
「
狂
題
十
八
首
」
と
は
ま
さ
に
、「
直
ち
に
得
る
所
を
致
し
た
」
代
表
作
で
あ
り
、
詩
作
の
多
様
さ
を
示
す
好
例
と
も
見
な
せ
よ
う
。
司
空
図
に
と
っ
て
「
狂
題
十
八
首
」
の
制
作
は
、
自
ら
に
内
在
す
る
詩
作
に
懸
け
る
狂
的
な
情
念
を
認
識
し
、
か
つ
詩
作
が
生
涯
を
傾
注
す
る
に
値
す
る
と
確
信
す
る
一
つ
の
契
機
と
も
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
情
念
を
司
空
図
は
「
詩
魔
」「
詩
病
」「
詩
債
」
な
ど
の
語
で
表
現
す
る
が
、「
狂
題
十
八
首
」
は
そ
こ
に
至
る
過
程
に
も
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。　
　
　
注
（
1
）　
周
祖
譔
主
編
『
中
国
文
学
家
大
辞
典　
唐
五
代
巻
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
）
の
「
司
空
図
」
の
項
目
参
照
。
項
目
執
筆
者
は
呉
在
慶
氏
。
（
2
）　
張
少
康
『
司
空
図
及
其
詩
論
研
究
』（
学
苑
出
版
社
、二
〇
〇
五
年
）
第
二
章
「
司
空
図
的
詩
歌
創
作
」
な
ど
。
（
3
）　
司
空
図
以
外
の
用
例
は
次
の
通
り
。「
爛
酔
百
花
酒
、狂
題
幾
首
詩
」
（
項
斯
「
途
中
逢
友
人
」
詩
、『
全
唐
詩
』
巻
五
五
四
）、「
洞
庭
雲
夢
秋
、
空
碧
共
悠
悠
。
孟
子
狂
題
後
、
何
人
更
倚
楼
」（
斉
己
「
懐
巴
陵
旧
遊
」
詩
）。
項
斯
詩
の
場
合
は
酒
興
に
任
せ
詩
を
書
き
連
ね
る
行
為
が
「
狂
題
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
斉
己
詩
の
「
孟
子
の
狂
題
」
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は
岳
陽
楼
を
詠
じ
た
絶
唱
と
し
て
名
高
い
「
臨
洞
庭
湖
贈
張
丞
相
」
詩
を
指
す
。「
狂
題
」
に
些
か
の
価
値
判
断
が
含
ま
れ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
狂
っ
た
よ
う
に
詩
を
作
る
意
か
ら
大
き
く
逸
れ
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
4
）　
「
該
組
詩
（
筆
者
注
：「
狂
題
十
八
首
」
を
指
す
）
也
是
研
究
司
空
図
生
平
思
想
的
重
要
作
品
、
反
映
了
其
時
司
空
図
思
想
的
矛
盾
複
雑
性
。」（
陶
礼
天
『
司
空
図
年
譜
彙
考
』、華
文
出
版
社
、二
〇
〇
二
年
）
一
三
四
頁
。
た
だ
当
該
書
は
司
空
図
詩
の
専
論
で
は
な
い
た
め
、「
狂
題
十
八
首
」
の
矛
盾
や
複
雑
さ
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
（
5
）　
な
お
も
う
一
つ
の
連
作
詩
で
あ
る
「
狂
題
二
首
」
は
、
異
郷
の
地
に
お
け
る
強
烈
な
望
郷
の
念
を
詠
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
狂
題
十
八
首
」
の
う
ち
、
紙
幅
の
都
合
上
取
り
上
げ
な
か
っ
た
詩
と
合
わ
せ
、
別
稿
で
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
（
6
）　
本
論
所
引
の
司
空
図
詩
の
底
本
は
『
司
空
表
聖
詩
集
』（
四
部
叢
刊
本
、『
唐
音
統
籤
』
か
ら
の
抜
き
書
き
で
あ
る
）
を
用
い
た
。
司
空
図
の
文
に
つ
い
て
は
『
司
空
表
聖
文
集
』（
四
部
叢
刊
本
）
を
用
い
、
適
宜
『
全
唐
文
』
に
拠
り
校
勘
し
た
。
そ
れ
以
外
の
引
用
文
の
底
本
は
以
下
の
通
り
。
孫
望
編
著『
韋
応
物
詩
集
繋
年
校
箋
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
）、
卞
孝
萱
校
訂
『
劉
禹
錫
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
）、李
壮
鷹
『
詩
式
校
注
』（
人
民
文
学
出
版
社
、二
〇
〇
三
年
）、
王
秀
林『
斉
己
詩
集
校
注
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、二
〇
一
一
年
）、
王
琦
『
李
太
白
全
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
）、
蕭
滌
非
主
編
『
杜
甫
全
集
校
注
』（
人
民
文
学
出
版
社
、二
〇
一
三
年
）、謝
思
煒
『
白
居
易
詩
集
校
注
』（
中
華
書
局
、二
〇
〇
六
年
）、『
欽
定
全
唐
文
』（
文
海
出
版
社
、一
九
七
二
年
）、『
太
平
広
記
会
校
』（
北
京
燕
山
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）、『
晋
書
』『
宋
書
』『
新
唐
書
』『
全
唐
詩
』
は
中
華
書
局
標
点
本
、『
捜
神
後
記
』
は
『
新
編
漢
魏
叢
書
』（
鷺
江
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
所
収
の
テ
ク
ス
ト
に
拠
る
。
な
お
、
唐
詩
に
お
け
る
詩
語
の
用
例
の
調
査
に
は
「
全
唐
詩
分
析
系
統
」（
北
京
大
学
数
拠
分
析
研
究
中
心
）
を
使
用
し
た
。
ま
た
引
用
し
た
司
空
図
文
の
解
釈
に
際
し
て
は
、
門
脇
廣
文
『
二
十
四
詩
品
』（
明
徳
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
し
た
。
（
7
）　
司
空
図
は
「
力
疾
山
下
呉
村
看
杏
花
十
九
首
」
其
十
八
で
「
更
恨
詩
詩
無
紙
写
、
蜀
箋
堆
積
是
誰
家
（
更
に
恨
む
詩
詩　
紙
の
写
す
無
き
を
、
蜀
箋
堆
積
す
る
は　
是
れ
誰
が
家
ぞ
）」
と
、
新
作
を
書
き
留
め
る
べ
き
も
の
と
し
て
蜀
箋
（
校
書
箋
）
を
詠
じ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
「
校
書
箋
」
は
「
芭
蕉
」
と
同
様
に
司
空
図
の
旺
盛
な
創
作
意
欲
と
強
く
結
び
つ
い
た
詩
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
（
8
）　
こ
の
「
滎
陽
族
系
記
序
」
は
底
本
及
び
『
全
唐
文
』
は
未
収
。
嘉
業
堂
叢
書
本
『
司
空
表
聖
詩
文
集
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
の
校
記
の
末
尾
に
附
録
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
内
容
か
ら
判
断
し
て
司
空
図
の
手
に
な
る
序
文
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
祖
保
泉
・
陶
礼
天
箋
校
『
司
空
表
聖
詩
文
集
箋
校
』（
安
徽
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。
（
9
）　
『
舊
唐
書
』
巻
二
〇
上
、
昭
宗
紀
参
照
。
な
お
江
国
貞
氏
は
別
業
焼
失
が
鳳
翔
節
度
使
李
茂
貞
の
乱
の
際
に
兵
火
を
蒙
っ
た
た
め
だ
と
す
る
。
し
か
し
史
書
の
伝
え
る
所
に
拠
る
限
り
李
茂
貞
が
乱
を
起
こ
し
た
の
は
乾
寧
三
年
六
月
の
こ
と
で
あ
り
別
業
焼
失
の
時
期
（
春
正
38
月
）と
合
わ
な
い
。
こ
れ
も
や
は
り
推
測
の
域
を
出
な
い
で
あ
ろ
う
。
江
国
貞
『
司
空
表
聖
研
究
』（
文
津
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
第
一
篇
伝
纂
第
一
章
伝
論
参
照
。
（
10
）　
司
空
図
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
前
出
の
『
司
空
図
年
譜
彙
考
』
を
参
照
し
た
。
（
11
）　
①
説
を
唱
え
る
の
は
、
羅
聯
添
「
司
空
図
年
譜
」（
羅
聯
添
『
唐
代
詩
文
六
家
年
譜
』
所
収
、
学
海
出
版
社
、
一
九
八
六
年
、
初
出
は
『
大
陸
雑
誌
』
三
十
九
巻
十
一
期
、
一
九
六
九
年
、
原
題
「
唐
司
空
図
事
蹟
繋
年
」）、
前
出
『
司
空
表
聖
研
究
』。
②
説
を
唱
え
る
の
は
前
出
『
司
空
図
年
譜
彙
考
』。
呉
在
慶
・
傅
琁
琮
『
新
編　
唐
五
代
文
学
編
年
史　
晩
唐
巻
』（
遼
海
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
も
、「
本
年
前
後
所
作
」
と
や
や
含
み
を
持
た
せ
つ
つ
、
乾
寧
五
年
に
繋
年
し
て
い
る
。
（
12
）　
『
全
唐
詩
詞
語
通
釈
』（
安
徽
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）
第
六
巻
、「
阿
劉
」
の
項
目
参
照
。
（
13
）　
晩
唐
の
詩
僧
虚
中
に
「
寄
華
山
司
空
図
二
首
（
華
山
の
司
空
図
に
寄
す
二
首
）」
と
題
す
る
詩
が
あ
り
（『
全
唐
詩
』
巻
八
四
八
）、
司
空
図
に
も
残
句
で
は
あ
る
が
「
十
年
太
華
無
知
己
、
只
得
虚
中
両
首
詩
（
十
年
太
華　
知
己
無
く
、
只
だ
得
た
り　
虚
中
両
首
の
詩
）」
句
が
現
存
し
て
い
る
。
（
14
）　
浦
起
龍
『
読
杜
心
解
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
一
年
）
巻
六
之
下
。
（
15
）　
傍
島
史
奈
「
詩
僧
と
苦
吟
―
唐
の
三
詩
僧
に
み
る
―
」。『
中
唐
文
学
会
報
』
第
十
六
号
所
収
、
二
〇
〇
九
年
。
（
16
）　
湯
浅
陽
子
「
蘇
軾
の
詩
に
お
け
る
詩
僧
の
評
価
に
つ
い
て
―
釈
道
潜
を
中
心
に
―
」。『
人
文
論
叢　
三
重
大
学
人
文
学
部
文
化
学
科
研
究
紀
要
』
一
七
所
収
、
二
〇
〇
〇
年
。
（
17
）　
唐
詩
に
お
け
る
狂
才
の
用
例
は
三
例
あ
り
、
司
空
図
以
外
で
は
孟
郊
が
「
宋
玉
逞
大
句
、
李
白
飛
狂
才
（
宋
玉　
大
句
を
逞
に
し
、
李
白　
狂
才
を
飛
ば
す
）」（「
贈
鄭
夫
子
魴
（
鄭
夫
子
魴
に
贈
る
）」、
韓
泉
欣
『
孟
郊
集
校
注
』
上
、浙
江
古
籍
出
版
社
、二
〇
一
二
年
）
と
、
李
白
を
狂
才
と
評
す
る
例
が
あ
る
が
、
狂
才
と
自
称
す
る
の
は
司
空
図
の
み
で
あ
る
。
（
18
）　
劉
向
『
列
仙
伝
』
巻
上
、
陸
通
の
条
に
「
陸
通
者
、
云
楚
狂
接
輿
也
」
と
い
う
一
節
が
あ
り
、
接
輿
を
仙
人
で
あ
る
と
す
る
見
方
が
漢
代
す
で
に
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
底
本
は『
新
編
漢
魏
叢
書
』
所
収
の
も
の
に
拠
る
。
（
19
）　
横
山
伊
勢
雄
「
詩
人
に
お
け
る
「
狂
」
に
つ
い
て
―
蘇
軾
の
場
合
―
」。『
漢
文
学
会
会
報
』
第
三
十
四
号
所
収
、
一
九
七
五
年
。
（
20
）　
谷
口
真
由
実
「
狂
夫
」。
後
藤
秋
正
・
松
本
肇
編
『
詩
語
の
イ
メ
ー
ジ　
唐
詩
を
読
む
た
め
に
』
所
収
、
東
方
書
店
、
二
〇
〇
一
年
。
（
21
）　
八
木
章
好
「
楚
狂
」
と
「
狂
夫
」
―
李
白
と
杜
甫
の
「
狂
」
に
つ
い
て
」。『
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
紀
要　
言
語
・
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
四
〇
所
収
、
二
〇
〇
八
年
。
（
22
）　
注
二
十
所
掲
の
谷
口
真
由
実
氏
論
文
。
（
23
）　
二
宮
俊
博
「
洛
陽
時
代
の
白
居
易
―「
狂
」
と
い
う
自
己
意
識
に
つ
い
て
―
」。『
中
国
文
学
論
集
』
第
十
号
所
収
、
一
九
八
一
年
。
（
24
）　
浅
見
洋
二
「
標
題
の
詩
学
―
沈
約
、
王
昌
齢
、
司
空
図
、
そ
し
て
宋
代
の
「
著
題
」
論
を
結
ぶ
も
の
―
」（『
中
国
文
人
の
思
考
と
表
現
』
所
収
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）、
伊
崎
孝
幸
「
司
空
図
の
文
学
論
―
味
外
の
旨
と
は
何
か
―
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
十
二
集
39 司空図の詩作における「狂」について（大山）
所
収
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
参
照
。
（
付
記
）
　
本
論
文
は
、平
成
二
十
七
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
若
手
研
究（
B
）
「
晩
唐
詩
に
見
え
る
「
狂
」
の
研
究
」（
課
題
番
号
十
五
K
一
六
七
二
四
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
内
容
は
第
六
十
六
回
東
北
中
国
学
会
大
会
（
二
〇
一
七
年
五
月
二
十
七
日
、
於
弘
前
大
学
）
に
お
け
る
研
究
発
表
「
司
空
図
の
詩
作
に
お
け
る
「
狂
」―「
狂
題
十
八
首
」
を
中
心
に
―
」
に
基
づ
く
。
司
会
を
担
当
い
た
だ
い
た
弘
前
大
学
の
武
井
紀
子
先
生
、
並
び
に
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
先
生
方
に
は
こ
の
場
を
借
り
て
再
度
お
礼
申
し
上
げ
る
。
